
対象問題数

14
6
0
0
3
2
3

6
8
0
8
3
3

当てはまる
どちらかといえば
当てはまる

どちらかといえば
当てはまらない

当てはまらない

31.3 31.7 22.9 14.1

73.2 20.4 4.9 1.4

45.1 42.6 10.9 1.4

69.4 23.9 5.3 1.4

40.8 43.3 14.1 1.8

34.2 40.1 18 7.7

26.8 46.5 21.1 5.6

34.2 40.1 18 7.7
最後まで努力した

７９．９
途中であきらめた

１８．３
解答しなかった

１．４

〇資料を用いた目的を理解する。【思判表・選択】（－8）
〇文章全体の構成を捉え、内容の中心となる事柄を把握する。【思判表・選択】（－9.6）
〇目的に応じ、文章と図表を結び付けて必要な情報を見つける。【思判表・記述】（－6.6）
〇目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約する。【思判表・記述】（－12.5）
〇学年別漢字配当表に示されている漢字（積み重ね）を文の中で正しく使う。
【知識技能・短答】（－10）
〇学年別漢字配当表に示されている漢字（原因）を文の中で正しく使う。
【知識技能・短答】（－7.9）

70.6
40.2

68.3
62.1

71.7

評価の視点

１．結果の概要

２．学びの成果が見られる問題の趣旨（正答率が全国の正答率を上回った問題）

〇目的に応じ、話の内容が明確になるようにスピーチの構成を考える。
【話す聞く・思判表・選択】（＋1.4)
〇目的や意図に応じて理由を明確にしながら自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する。
【書く・思判表・記述】（＋7.8）
〇学年別漢字配当表に示されている漢字（転がっている）を文の中で正しく使う。
【知識技能・短答】（＋1.3）
〇文の中における主語と述語の関係を捉える。【知識技能・選択】（＋7.6）

３．課題の見られる問題の趣旨（正答率が全国の正答率を－５下回った問題）

36.2

69.7
62.7

72.4
71.2
42.4

65

知識・技能

問題形式

思考・判断・表現
主体的に学習に取り組む態度

選択式
短答式
記述式

66.1
57.6

69.3

言葉の特徴や使い方に関する事項

情報の扱い方に関する事項

我が国の言語文化に関する事項

話すこと・聞くこと

書くこと

47.246.5

68.3

77.8
60.7

69.7

77.4
64.8

令和3年度　全国学力・学習状況調査　小学校　国語

４．国語科に関する児童質問紙の回答

質　　　問

国語の勉強は好きだ

国語の勉強は大切だ

全体 61 66 64.7
分類・区分 臼杵市 大分県 全国

37.3

知識及び技能

思考力
・判断力
・表現力等 読むこと

66.1

74.6
62.5

国語の授業では、目的に応じて自分の考えとそれを支える理由との関係が分かるように書いたり、表現を工夫して書いた
りしている

国語の授業では、目的に応じて文章を読み、感想や考えを持ったり、自分の考えを広げたりしている。

今回の国語の問題では、解答を文章で書く問題がありました。どのように解答しましたか

国語の授業の内容はよく分かる

国語の授業で学習したことは、将来社会に出たときに役に立つ

国語の授業では、言葉の特徴や使い方についての知識を理解したり使ったりしている

国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話したり必要に応じて質問したりしている



臼杵市正答率 県正答率 全国正答率

8.8

7.4

16.5

66.9

臼杵市正答率 県正答率 全国正答率

〇問題番号【２－一】　

問題の概要 出題の趣旨
面ファスナーに関する【資料】の文章が、何
について、どのように書かれているのかの説
明として適切なものを選択する。

文章全体の構成を捉え、内容の中心となる事柄
を把握する。 68

（授業改善のポイント）

問題の概要 出題の趣旨

（考察）
資料を用いた目的を理解できているかを見る問題である。資料②資料③は津田梅子の業績
を説明するために伝えたいことを要約して端的に示している。正答の④は、業績の内容の
要点を文字と数字でまとめている。①は「難しい言葉の意味を示す」こと、②は「自分の
疑問点を示す」こと、③は「スピーチで話さないこと」が資料の内容に当てはまらない。
誤答を選んだのは、スピーチ文と資料を対応させながら読み取ることができていなかった
ためと思われる。

74.966.9 73

〇問題番号【１－二】　

津田梅子についての「スピーチ」の練習で資
料2と資料3を使った理由の説明として適切な
ものを選択する

資料を用いた目的を理解する

（解答累計）

1

2

3

◎4

76.9 77.6

思考力・判断力・表現力等の「話すこと・聞くこと」の指導事項として〇話題の設定、情報の収集、内容の検討〇構成の
検討、考えの形成〇表現、共有〇構造と内容の把握、精査・解釈、考えの形成、共有〇話合いの進め方の検討、考えの形
成、共有がある。学習指導要領には学年ごとに指導事項が明記されており、その内容を意識した学習を展開していく必要
がある。第5学年及び第6学年の表現・共有（話すこと）では、資料を活用するなどして、「自分の考えが伝わるように表
現を工夫すること」が位置付けられている。「資料を活用する」では、音声言語だけでは聞き手が理解しにくかったり誤
解を招きそうだったりする場合などに、説明を補足したり伝えたいことを強調したりするために資料を用いる。目的や相
手、状況などを踏まえ適切な資料を使った話す・聞く学習をICTを使ったりしながら行っていきたい。また、文章と資料を
対応させて、比較しながら読み取ることも大切にしていきたい。



68

10.6

12.7

8.5

臼杵市正答率 県正答率 全国正答率

27.8 48.2

0 16.2

0 0.7

12.3 6.3条件①のヒントは満たしているが、仕組みを満たしていないもの 無解答

面ファスナーに関する【資料】を読み、メストラルは、何を
ヒントに、どのような仕組みの面ファスナーを作り出したの
かをまとめて書く。

目的に応じ、文章と図表を結び付けて必要な情
報を見つける。 27.8 33.8 34.4

（解答累計）

条件①②③を満たしているもの

条件①②は満たしているが条件③を満たしていないもの

条件①は満たしているが、条件②は満たしていないもの

条件①aヒントになったことbくっつく仕組みを取り上げる　②資料「面ファスナーの仕組み」から言葉や文を
取り上げている　③50字以上80字以内で書いている

条件①の仕組みは満たしているが、ヒントを満たしていないもの

条件②は満たしているが、条件①を満たしていないもの

それ以外の解答

（授業改善のポイント）
読むこと（説明的文章）の第5学年及び第6学年の「構造と内容の把握」の指導事項は、「事実と感想、意見などとの関係
を叙述を基に押さえ、文章全体の構成を捉え把握すること」とある。要旨を把握するためには、文章全体の構成を捉える
ことが必要になる。叙述を基に、書き手がどのような事実を理由や事例として挙げているのか、どのような感想や意見な
どを持っているのかに着目して、事実と感想、意見などとの関連を押さえることとなる。その時、文と文との接続の関係
（接続語など前の文と後ろの文とのつながり）や話や文章の構成や展開（「始めー中ー終わり」や「頭括型、尾括型、総
括型」）と関連付けて指導したい。

〇問題番号【２－三】　

問題の概要 出題の趣旨

（解答累計） （考察）

◎1 文章全体の構成を捉え、内容の中心となる事柄を把握することができているかを見る問題
である。面ファスナーの開発された経緯と活用の場が広がったことについて、時間の経過
に沿って書かれているので正答は①である。②は、長所は書かれているが短所は書かれて
いない。③は、一つの事例でなく複数の事例が取り上げられている。④は、筆者が問いと
その答えを繰り返しては書かれていない。1948年・1960年・1980年代・現在の宇宙での活
用が順を追って説明されている文書構成を捉えきれなかったと思われる。

2

3

4



臼杵市正答率 県正答率 全国正答率

（２）積み重ね 44.4 51.3 54.4

（３）原因 71.1 80.3 79

正答 44.4 正答 71.1

誤答 41.5 原のみ〇 3.2

無解答 14.1 因のみ〇 11.6

上記以外の解答 6.3

無回答 7.7

問題の概要 出題の趣旨

丸山さんの【文章の下書き】の中
の、線部を漢字を使って書き直す。

学年別漢字配当表に記されている漢
字を文の中で正しく使う。

（考察）

（２）積み重ね

（解答累計） （解答累計）

（３）原因

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う
ことができているかを見る問題である。「転がる」は全国平
均の正答率を上回っているが、「積み重ね」「原因」は10ポ
イント程度下回ってる。「積み重ね」は「績み重ね」「責み
重ね」、「原因」は「現因」「元因」と誤答した児童が多
かったのではないかと考える。

目的に応じて、必要な条件を見つけるには、書き手の述べたいこ
とを知るために読む、読み手の知りたいことを調べるために読
む、知的欲求を満たすために読む、自分の表現に生かすために読
むなどの目的に応じて、文章の中から必要な情報を取捨選択した
り、整理したり、再構成したりすることが必要である。必要な情
報は、目的に応じて変わるため読む目的が不明なままでは読み取
れない。目的を明確にして読む必要がある。説明文の要約や要旨
をまとめる学習では、何の条件もなくまとめさせるのではなく、
「キーワードとなる言葉を入れる」「図や表と関連付ける」「字
数制限をする」など条件を設定してまとめるようにしたい。

（授業改善のポイント）

（考察）
目的に応じて、文章と図表を結び付けて必要な情報を見つけることができるかを見る問題
である。面ファスナーのくっつく仕組みについて考えていることを捉え、【資料】の中の
文章と「面ファスナーの仕組み」とを結び付けて必要な情報を見つけ、「何をヒントに、
どのような仕組みの面ファスナーを作ったか」を3つの条件に合わせた書かなくてはならな
い。「ゴボウの実のトゲがかぎ状であること」と「面ファスナーのフックがかぎ状である
こと」を見つけ、これらを結び付ける必要がある。誤答の多くは、条件①のa「ヒントに
なったこと」とb「くっつく仕組み」の一つしか満たして書いていないためである。

〇問題番号【３－三】　



63 58.4

国語の勉強は大切ですか 93.6 93.2

国語の授業の内容はよく分かりますか 87.7 84.2

（授業改善のポイント）

　国語に関する児童質問紙の回答では、どの項目も、全国並みか、少し高い傾向にある。特に、「国語の授業では、目的
に応じて自分の考えを話したり必要に応じて質問をしている」は、全国や県平均よりも8.7ポイントほど高く、学校での対
話的で深い学びの成果の表れである。「解答を文章で書く問題に最後まで努力した」は、全国平均より低くなっており、
記述式の問題に自分の考えを自信や根拠をもって書ききることが課題である。また、全校平均より上回っているものの、
国語の勉強が好きだと答えた割合が下がっている。これは、県学調でも見られた。つけたい資質・能力を明確にし、主体
的・対話的で深い学びのある授業を行っていかなければならない。
　学習指導要領の内容で見ると、思考力・判断力・表現力等の「書くこと」は全国より1.8ポイント上回っている。しか
し、「読むこと」は、10ポイント近く下回っており、説明文の読み取り、読解力をつけていかなければならない。
　問題形式では、「選択式」「短答式」「記述式」とも全国の正答率を下回っている。特に記述式は4.1ポイント下回って
いる。
　
今回の全国学力・学習状況調査の結果より、以下のようなことも意識した授業行っていきたい。
〇学習指導要領で、その学年での指導事項をしっかりと理解し、単元構成を考える。
〇その単元で「何ができるようになるか」を明確にし、児童がその学びを実感できるよう、学んだことを活かす学習を取
り入れる。
〇文章と図や表を対応させ、伝えたいことを関連付けて説明したり書いたりする。
〇目的に応じて必要な条件を見つけるために、ただ読むのではなく、「何のために読むのか」ねらいを明確にして読む。
〇段落ごとのつながりを捉え、文章全体の構成を捉える。
〇要点・要約・要旨など、算数の公式のように、国語で使う言葉を大切にする。
〇説明文の要旨や課題に対して自分の考えを述べる場合は、何の条件もなくまとめさせるのではなく、「キーワードとな
る言葉を入れる」「図や表と関連付ける」「字数制限をする」など条件を設定してまとめるようにする。
〇漢字の習得・定着は、ただ書くのではなく、家庭学習等の仕方を工夫して行う。

国語に関する児童質問紙の回答を臼杵市と全国と比較してみると、

国語の授業では、目的に応じて自分の考えとそれを支える理由との関係が分かるように書いたり、表現を工夫して書いた
りしていますか

73.3 71.6

国語の授業では、目的に応じて文章を読み、感想や考えを持ったり、自分の考えを広げたりしていますか 74.3 74.3

今回の国語の問題では、解答を文章で書く問題がありました。どのように解答しましたか 最後まで努力した７９．９ 最後まで努力した８１．３

国語の授業で学習したことは、将来社会に出たときに役に立ちますか 93.3 91.8

国語の授業では、言葉の特徴や使い方についての知識を理解したり使ったりしていますか 84.1 82.2

国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話したり必要に応じて質問したりしていますか 72.5 63.8

質問事項 臼杵市（肯定的な回答） 全国（肯定的な回答）

国語の勉強は好きですか

漢字の反復練習は、着実な効果が期待できるが、やみくもに繰り返して書くだけでは、単調で飽きやすく、また、頭を働
かせずに機械的に取り組んでいるとなかなか覚えられない場合が少なくない。次のような方法で定着を図りたい。
〇意味を理解しながら学習する。「記号」としてでなく、意味を確認してから覚える。
〇漢字のみでなく、その漢字を使った文章を考えて書く。
〇漢字を構成する「部首」の意味を理解し、「なぜそのような意味かを」理解しながら覚える。
〇文章の中にある漢字にふれ漢字の習得を行う。読書や新聞を通して漢字を学び、分からない漢字があれば、読みや意味
を確認したり、その字をノートに練習する。
〇進出漢字の練習が普段の家庭学習になるため、授業のノートや日記等で既習漢字を使った文章を書く。書けなかった場
合は、調べたり、赤鉛筆で書き込んでいき、既習漢字を日常的に覚えていく。

全体の結果から



対象問題数

16
4
3
3
3
5

9
7
0

6
6
4

当てはまる
どちらかといえば
当てはまる

どちらかといえば
当てはまらない

当てはまらない

44.7 23.6 16.5 15.1

81 13.7 3.9 1.4

52.1 32.4 12 3.5

75 19.7 3.9 1.4

42.3 32.4 18 7.4

45.4 39.4 10.2 4.9

53.2 36.6 8.1 2.1

72.9 19 6 2.1
最後まで努力した

８１．３
途中であきらめた

１５．８
解答しなかった

２．８

B　図形

全体 67 70 70.2
A　数と計算 60.9 64.1 63.1

学習指導要領
の領域

74.1 75.7 76

48.8 56.9 57.9

D　変化と関係 74.6 74.9 75.9
E　データの活用

75.8

令和3年度　全国学力・学習状況調査　小学校　算数

１．結果の概要
分類・区分 臼杵市 大分県 全国

C　測定 71.5 74.7 74.8

評価の視点
知識・技能 71 73.8 74.1

思考・判断・表現 61.8 65.1 65.1
主体的に学習に取り組む態度

53
２．学びの成果が見られる問題の趣旨（正答率が全国の正答率を上回った問題）

〇速さと道のりを基に、時間を求める式にすることができる。【変化と関係・知識技能・短答】（＋0.5）
〇棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができる。【データの活用・知識技能・選択】（＋1.2）
〇示された除法の結果について、日常生活の場面に即して判断することができる。
【数と計算・思判表・短答】（＋0.8）
〇小数を用いた倍についての説明を解釈し、他の数値の場合に適用して、基準量を1とした時に、比較量が示さ
れた少数に当たる理由を記述できる【数と計算・思判表・記述】（＋2）

算数の授業で学習したことは、将来社会に出たときに役に立つ

76
問題形式

選択式 74.1 75.4

記述式 48.9 53.5
短答式 71.8 75.6

３．課題の見られる問題の趣旨（正答率が全国の正答率を－５以上下回った問題）

算数の問題の解き方が分からない時は、あきらめずにいろいろな方法を考える

〇二つの道のりの差を求めるために必要な数値を選び、その求め方と答えを記述できる。
【数と計算・測定・思判表・記述】（－5.5）
〇三角形の面積の求め方について理解している。【図形・知識技能・短答】（－15.7）
〇複数の図形を組み合わせた平行四辺形について、図形を構成する要素などに着目し、図形の構成の仕方を捉
えて、面積の求め方と答えを記述できる。【図形・思判表・記述】（－9.7）
〇集団の特徴を捉えるために、どのデータを集めるべきかを判断することができる。
【データの活用・思判表・選択】（－7）
〇商が1より小さくなる等分数（整数）÷（整数）の場面で、場面から数量の関係を捉えて除法の式に表し、計
算をすることができる。【数と計算・知識技能・短答】（－6.2）

４．算数科に関する児童質問紙の回答

質　　　問

算数の勉強は好きだ

算数の勉強は大切だ

算数の授業の内容はよく分かる

算数の授業でが学習したことを、普段の生活の中で活用できないか考える

算数の授業で公式や決まりを習うとき、そのわけを理解するようにしていますか

算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートにかいている

今回の算数の問題では、言葉や数、式を使って、わけや求め方など各問題がありました。どのように解答しましたか



臼杵市正答率 県正答率 全国正答率

56.7

0.7

13.7

15.1

0

0

0.4

0.4

0.4

0

0.4

1.8

8.8

1.1

臼杵市正答率 県正答率 全国正答率

直角三角形の面積を求める式と答えを書く 三角形の面積の求め方について理解している 39.4 53.7 55.1

図を見ながら、必要な数値を選択し、事柄や関係を数学的に表現・処理しなければならない。必要な数値を選択するため
に、図に線を引いたり丸で囲んだりすることを心掛けたい。また、「Aコースの道のりは、Bコースの道のりより何ｍ短い
か」を求めるには、①Aコースの道のりを求める②Bコースの道のりを求める③差を求めるの順で解けばよい。問題解決の
ためには、見通しを持ち順序だてて式や言葉で説明していかなければならない。そのためには、日頃から「まず○○。次
に○○。だから○○になる。」といった説明の仕方等でノートに記述したり、対話的な学習で意見交流していくことが必
要であろう。さらに、「共通する部分は除いて計算する」「部分ごとの差を求める」といった多様な求め方にもふれ、思
考力・判断力・表現力を伸ばしていきたい。

（授業改善のポイント）

〇問題番号【２－(1)】　

問題の概要 出題の趣旨

上記以外の解答

無解答

（考察）
二つの道のりの差を求めるために必要な数値を選び、その求め方と答えを式や言葉を用いて記述できるかどうかを見る問題である。多くの児童が二つの
コースの道のりをすべての合計を求め、それから2コースの差を求めている。図から必要な数値を探し出して計算しなければならない。答えの200mは正
答しているものの、求め方の式や言葉が不足していたり、答えのみの記述をしていたりする誤答が14.5％ある。

◎正答

求め方はあっているが、答えの間違い

答えはあっているが、求め方の間違い

求め方も答えも間違い

道のりが異なる二組の部分の道のりにつ
いてそれぞれの差を求め、Aコースの道
のりがBコースの道のりより何m短いか求
めている。

AコースとBコースの道のりを求
め、Aコースの道のりがBコース
の道のりより何m短いか求めてい
る。

求め方はあっているが、答えの間違い

答えはあっているが、求め方の間違い

求め方も答えも間違い

◎正答

求め方はあっているが、答えの間違い

答えはあっているが、求め方の間違い

求め方も答えも間違い

共通する1000mをのぞいて、AコースとB
コースの道のりを求め、Aコースの道の
りがBコースの道のりより何m短いか求め
ている。

（解答累計）

◎正答

63.5 62.5

〇問題番号【１－(1)】　

問題の概要 出題の趣旨

二つのコースの道のりの求め方を書く
二つの道のりの差を求めるために必要な数値を
選び、その求め方と答えを記述できる。 57



39.4

0.4

0

0.4

10.6

0

0

5.3

0.4

3.2

0.4

31

8.5

0.7

臼杵市正答率 県正答率 全国正答率

36.3 46.4 46

◎36.3 0

0.7 16.6

2.5 0

3.9 2.2

8.8 1.8

0.4 1.4

0 20.4

2.5 2.8

②を書いている　60と解答

②を書いている　60以外

高さを６㎝ととらえているもの　60と解答

高さを６㎝ととらえているもの　60以外

高さを6.5㎝の2つ分ととらえている　60以外

高さを6.5㎝ととらている　60と解答

高さを6.5㎝ととらている　60以外

二等辺三角形の四つ分として求めているもの

それ以外の求め方　60と解答

それ以外の求め方　60以外

無解答

（解答累計）

【正答条件】①平行四辺形ABCDの高さを求める式や言葉②平行四辺形の面積を求める公式を用いた式や言葉　①②をすべて書き面積を６０と書いている。

①②をすべて書いている　60と解答 高さを6.5㎝の2つ分ととらえている　60と解答

①②をすべて書いている　60以外

①を書いている　60と解答

①を書いている　60以外

問題の概要 出題の趣旨
二等辺三角形と組み合わせた平行四辺形の面積の求め方と答
えを書く

複数の図形を組み合わせた平行四辺形について、図形を構成する要素などに着目
し、図形の構成の仕方を捉えて、面積の求め方と答えを記述できる。

（考察）
三角形の面積の求め方について理解しているかを確かめる問題である。図形から底辺と高さにあたる辺を見取り、三角形の面積の公式である、底辺×高
さ÷2の公式で求める。誤答を見ると、①底辺と高さの関係は理解しているものの、11％が面積が半分になることができていない。②8.9％が底辺と高さ
の関係を捉えきれず別の辺を底辺・高さとしている。③31，4％が図形に表示された3つの辺を全てかけている。底辺と高さの関係を理解できていなかっ
たり、公式の意味を理解せず、全ての辺をかけてしまっている。

（授業改善のポイント）
三角形の面積を求める基本的な問題である。三角形の底辺と高さの関係が理解できていない。直角三角形なので、底辺に対する高さは
三角形の辺の長さで求められる。底辺は三角形の下の辺になるといった思い込みや、面積を求めるのに必要のない辺の長さの値が示さ
れることによって3つの辺の長さをかけ合わせいる。また、平行四辺形の面積の半分の値になること等÷2をしなければならないことが
理解できていない。面積や体積を求めるのに必要のない辺の長さの数値を提示することにより、求積するためにどの部分の長さを測る
ことが必要であるかを思考させ活用できるようにしたい。

〇問題番号【２－(３)】　

無解答

３×４÷２と解答

３×４と解答

５×３÷２と解答
５×４÷２と解答

５×３と解答
５×４と解答

３×４×５÷２と解答
３×４×５と解答

６㎠

それ以外の解答

６㎠

それ以外の解答

上記以外の解答

（解答累計）

◎６㎠

12㎠

それ以外の解答

６㎠

12㎠

それ以外の解答

６㎠

それ以外の解答



臼杵市正答率 県正答率 全国正答率

（考察）
二等辺三角形を4つ組み合わせた平行四辺形のについて、面積の求め方を式や言葉を用いて
記述できるかをどうかを見る問題である。面積を求める条件として「平行四辺形の高さを
どのようにもとめたのか」を記述しなければならない。平行四辺形の高さは、三角形の高
さの2倍なので６㎝×２＝１２㎝である。誤答の18.8％は三角形の高さ（一つの辺を底辺と
するとき、それと向かい合った頂点から垂直に書いた直線を高さという）を捉えきれてお
らず6.5㎝を用いて高さを求めている。また、条件である「どのように高さを求めたか」を
記述していない（9.2％）、「平行四辺形の面積の公式」を使っていない（3.2％）など、
条件を満たしていない誤答が多い。

この問題も、三角形の底辺に対する高さが理解が徹底できていない。底
辺に対する高さの数値が図形の外にあるため捉えきれていない。三角形
の向きや形によって高さにあたる数値がどこにあたるのかを何パターン
も出合わせ、必要な数値のみを選択させることを取り入れたい。また、
条件に合った説明を（○○を使って、○○の方法で等）させることも授
業で取り入れたい。

（授業改善のポイント）

〇問題番号【３－(５)】　

問題の概要 出題の趣旨
5年生と6年生の読みたい本と、多くの5年生
と6年生に読まれている本を調べるために、
適切なデータを選ぶ。

集団の特徴を捉えるために、どのデータを集めるべき
かを判断することができる。 66.9 72.6 73.9



◎66.9 2.8

5.3 0.4

8.1 0.7

4.6 0

2.8 0

1.8 0

2.5 0

1.8 0.4

2.1

臼杵市正答率 県正答率 全国正答率

49.3 1.4

0 43

0 0

0 0

0.4 1.4

0 2.5

0 2.1

0.5　1/2と解答

それ以外・無解答

それ以外の解答

無解答

4÷8と解答

◎０．５

◎1/2

5

0.05

2

1/8

上記以外・解答なし

8÷４と解答

0.5　1/2と解答

2と解答

それ以外・無解答

８×４
４×８

（解答累計）

身の回りの事象について、その事象の因果関係や傾向をデータに基づいて判断する統計的な問題解決の方法を知り、その
方法を考察していくことは重要である。統計的な問題解決においては、「問題ー計画ーデーター分析ー結論」というよう
な段階からなる統計的探究プロセスがある。中学年の学習から、身近な問題を設定する活動や、その問題に対して集める
べきデータとその集め方などについて徐々に扱っていく。高学年では、総合的な学習の時間等の探究的な学習などで、一
連の統計的探究プロセスを意識し、自分たちで問題を設定し、調査計画を立てることや、分析を通じて判断した結論につ
いても別の観点から妥当性を検討できるようにすることも扱いたい。社会科や理科等のグラフや表でも、事象や変化を捉
え分析し、目的に応じてデータを収集、分類整理し、結果を適切に表現することや、統計データの特徴を読み取って判断
する力をつけていきたい。

〇問題番号【４－(２)】　

問題の概要 出題の趣旨

8人に４Lのジュースを等しく分ける時の一人
分のジュースの量を求める式と答えを書く

商が1より小さくなる等分数（整数）÷（整数）の場
面で、場面から数量の関係を捉えて除法の式に表し、
計算をすることができる。

49.3 55.6 55.5

3のみ解答

４・５を解答 4のみ解答

１・３を解答 上記以外の解答

無解答

（考察）
集団の特徴を捉えるために、どのようなデータを集めるべきかを判断することができるかを見る問題である。2人の意見から、「5年生
と6年生の読みたい本と、多くの5年生と6年生に読まれている本を調べることにしました。」と記述されている。「読みたい本」を調べ
るには②「置いたほしい本」、「読まれている本」を調べるには⑤「最近借りた本」を選択すればいい。誤答の①③④は利用されてい
る曜日や時間帯であるので読みたい本・読んでいる本とは関係がない。誤答で多い１・２（5.3％）２・３（8.1％）は、「学校の図書
室」が共通しているので選択したと思われる。

（授業改善のポイント）

１・５を解答 1のみ解答

３・５を解答

（解答累計）

２・５を解答 １・４を解答

１・２を解答 ３・４を解答

２・３を解答 2のみ解答

２・４を解答 5のみ解答



算数に関する児童質問紙の回答を臼杵市と全国と比較してみると、

　算数に関する児童質問紙の回答では、どの項目も、全国並みか、少し高い傾向にあり、算数の学習の大切さや学習した
ことは将来役に立つと考えている児童は多い。
　領域ごとに見てみると、「数と計算」「図形」「測定」「変化と関係」「データの活用」とも、全校の正答率を下回っ
ている。特に図形は、9.1ポイント下回っている。
　評価の視点でみると、「知識・技能」「思考・判断・表現」ともに3ポイント近く下回っている。
　問題形式では、「選択式」「短答式」「記述式」とも全国の正答率を下回っている。特に記述式は4.1ポイント下回って
いる。
　大問は4問あるが、問われている内容は、基礎的なものが多く、前問との関連性もあまりない。問題の内容を十分把握で
きていなかったり、解答の条件を満たしていなかったりしていた解答多い。
　
今回の全国学力・学習状況調査の結果より、以下のようなことも意識した授業行っていきたい。
〇新大分スタンダードを意識し、子どもたちが課題を見つけ、その学びを自分の言葉でまとめること。
〇1時間毎の授業のめあてと振り返りをしっかりと行い、単元を通して「どのようなことができるようになったか」を実感
できること。
〇多様な考えを出し合う課題と条件に合わせて考えを練り合う課題のどちらも大切にしていくこと。
〇自分の考えを式や言葉でノートに書き表したり、対話的な学びで表現したりし、説明する力を磨くこと。
〇問題を解くのに不要な数値等を提示し、自らが必要な数値・情報を選択し課題解決をしていくこと。
〇探究的な学習等で統計的学習プロセスを活用し、グラフや表を作成・分析し課題に対する結論を述べること
〇家庭学習や小テスト等で基礎基本の定着を積み重ねること。

今回の算数の問題では、言葉や数、式を使って、わけや求め方など各問題がありました。どのように解答しましたか

84.8

89.8

91.9

最後まで努力した81.3

82.7

89

91.9

最後まで努力した79.9

全国（肯定的な回答）

67.8

93.8

84.6

92.6

73.9

算数の問題の解き方が分からない時は、あきらめずにいろいろな方法を考えますか

算数の授業で公式や決まりを習うとき、そのわけを理解するようにしていますか

算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートにかいていますか

質問事項

算数の勉強は好きですか

算数の勉強は大切ですか

算数の授業の内容はよく分かりますか

算数の授業で学習したことは、将来社会に出たときに役に立ちますか

算数の授業でが学習したことを、普段の生活の中で活用できないか考えますか

臼杵市（肯定的な回答）

68.3

94.7

84.5

74.7

94.7

（考察）
商が１より小さくなる等分除（整数）÷（整数）の場面で、場面から数量の関係を捉えて除法の式に表し、計算すること
ができるかどうかをみる問題である。8人に４Lのジュースを等分することから、一人分のジュースの量を求めるためには
４Lのジュースを8等分すればよいので、4÷8と立式し、計算することが必要である。除法の問題であるとは理解できてい
るが、誤答の多くが8÷４＝２と答えている（43％）。（整数）÷（整数）の場面では被除数の方が除数より大きくなると
考えていたり、文章問題の数値の順に立式したりしたためであろう。

（授業改善のポイント）
除法で表すことができる2つの数量の関係を捉えて式に表して、計算することできるようにすることは大切である。わり算
は、（全体の数÷いくつ分=1あたりの数）で求められる。全体の数といくつ分にあたる数が混同し、式を立てる時に逆に
なってしまうことがある。児童が文章問題から立式するためには、問題場面をイメージしやすいようにする必要がある。
例えば、①数値をより簡単な数に置き換えて計算する。②数直線に表し2つの数量関係を捉える。③答えが全体の数より増
えるか減るか見通しを持つ（8人に4Lだから、1人分は1Lより少なそうだ）問題場面をイメージできるようになるまでこの
ような解決の手立てを繰り返して行うことが必要であろう。

全体の結果から



 

 
正答数分布図 横軸は正答数、縦軸は割合（ ◆：全国 ▲：大分県    ：臼杵市 ） 

【中学校国語】 全問 14 問 平均正答率 66  （大分県 66、全国 64．9） 

 

数値の高いもの 数値の低いもの 

〇正答率が全国値を上回った設問は 14問中 10 問 

○市内全中学校が全国値を上回った設問は 4問 
・「話合いや話題の方向を捉える」  93．2％ （全国＋3.5％） 

・「質問の意図を捉える」      94．2％ （全国＋1.7％） 

・話合いや話題の方向を捉えて、話す内容を考える」  

                 62.6％ （全国＋5.5％） 

・書いた文章を互いに読み合い、文章の構成の工夫を考える。」 

                 81.3％ （全国＋6.8％） 

〇正答率が全国値を下回った設問は、14 問中 4問 
・「書いた文章を読み返し、語句や文の使い方、段落相互の関

係に注意して書く」（書く）  20．1％ （全国－4.7％） 

・「文脈の中における語句の意味を理解する」（読む） 

40．6％ （全国－3.1％） 

・「文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考え

をもつ」（読む）        19．8％ （全国－0.7％） 

・「相手や場に応じて敬語を適切に使う」（読む） 

38．5％ （全国－1.8％） 

【成果】 

○臼杵市の正答率は 66 で（大分県 66、全国値 64．9）全国値を上回っている。 

○4 領域中 3 領域「話すこと・聞くこと」「書くこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」は全国・県

平均を上回っている。 

○正答率が高い。（14 問中 10 問が県・全国を上回る） 

○無解答が少ない。（14 問中 13 問が全国を下回り、うち 4 問は無解答率 0％）。 

○低学力層の生徒（正答数 4 問以下）の割合が県・全国平均より少ない。 

○生徒質問紙調査から、授業改善が進み、生徒に国語の学習の必要性や有用性を意識させることができている。  

・「国語の授業内容はよく分かりますか」 82.6％（県 80.6 全国 80.1） 

・「国語の勉強は大切だと思いますか」  91.7％（県 80.6 全国 91.6） 

・「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか」 89.9％（県 89.5 全国 88.7） 

・「友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができていますか」  98.2％（県 96.9 全国 96.5） 

・「学級の生徒との間で話しあう活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」 

82.6％（県 78.6 全国 77.8） 

【課題と対策】 

〇例年各種学力調査の「読むこと」の正答率・達成率が低いので、国語部会でも小中連携して「読むこと」の指導

法を改善する必要がある。（令和 2 年度 2 年生時の大分県学力定着状況調査でも「読むこと」の領域の達成率は

60.6 ポイントで、他の 3 領域に比べ 20 ポイント以上低かった。）  
「読むこと」の文学的文章の指導に当たっては、物語の語り手（視点）を明確にする。また、登場人物の心情

変化を読み取らせる学習では、必ず描写を根拠にして読み取らせ、その描写を根拠にした理由や、心情変化に至

る過程などを文章で説明させる活動を取り入れる。 
○授業で教材の内容を教えるのではく、テキストは変わっても、場面展開や心情、行動、言動の意味、ものの見方・

考え方を読み取るための「読み方（スキル）」を指導し、読みの汎用性を高める。 

○「敬語」等の指導に当たっては、授業で「知識・技能」を正確にインプットし、日常生活の一場面を想定して「知

識・技能」を適切に「思考・判断・表現」するためのアウトプットする活動を取り入れる。また、定期テストで

も「知識・技能」の正確性と「思考・判断・表現」の適切さを判断する問題を出題し、定着を図る必要がある。 

○臼杵市平均では正答率が全国を越えている問題も、正答率に学校差（4 四：最大 38.1）があり、課題が見られる

問題も各校で違うので、各校で分析を十分にし、必要な指導事項を明確にして、授業改善する必要がある。 
○生徒質問紙調査「解答時間は十分でしたか（国語）」によると 31.8％（全国 24.7）の生徒が、不足を感じている

ので、テキストを素早く読む指導や、時間内に解答する指導が必要である。（ただし、前述のように無解答は全国

よりも遙かに少ないので、生徒の粘り強く取り組もうとしている意欲も感じられる。） 

○国語科の授業で学習して習得した「知識・技能」を定着・日常化させたり、実際の日常生活の場面（会話・日記・

生徒会活動・敬語の使い方等）や他教科（班での話合い・論理的な説明・資料の読み取り等）での指導のチャン

スを有効活用したりするために、国語科での学習内容を他教科にも発信することが必要である。また、カリキュ

ラムマネジメントの観点からも、各教科の授業者が国語科の既習事項を把握しておくことは、その教科での学習

活動をスムーズにしたり、理解を深めたりするのに有効であると考える。 

令和３年度 

【臼杵市】令和３年度 全国学力・学習状況調査結果（中学校：国語） 



 

  【中学校数学】  全１６問  平均正答率 59 （大分県 57、全国 57.2） 

正答数分布図 横軸は正答数、縦軸は割合（ ◆：全国 ▲：大分県   ：臼杵市 ） 

 

 

 

 

 

 

 

数値の高いもの 数値の低いもの 

〇正答率が全国値を上回った設問は、１６問中１０問 

・「関数の意味を理解している」 55.1％(全国＋7.1) 

・「与えられたデータから中央値を求めることができる」 

90.9％(全国＋6.4) 

・「事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に

説明することができる」    33.0％(全国＋5.3) 

・「相対度数の必要性と意味を理解している」 

42.4％(全国＋5.6) 

・「データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な 

表現を用いて説明することができる」 

15.9％(全国＋4.8) 

〇正答率が全国値を下回った設問は、１６問中６問 

・「おうぎ形の中心角と弧の長さや面積との関係について

理解している」       66.3％(全国－1.8％) 

・「数学的な結果を事象に即して解釈し、事柄の特徴を数 

学的に説明することができる」 

26.8％(全国－3.5％)  

・「平行四辺形になるための条件を用いて、四角形が平行 

四辺形になることの理由を説明することができる」 

35.9％(全国－8.4％) 

・「錯角が等しくなるための、2 直線の位置関係を理解し

ている」          62.7％(全国－1.6％) 

【成果】 

〇「関数」「資料の活用」で正答率が高い 

「関数」では全国より 5.3％、「資料の活用」では＋4.9％と高かった。例年、「資料の活用」は、全国の正答

率を下回っていたが、日常の授業改善や臼杵チャレンジの成果により上昇した。 

〇データの読み取りができている 

与えられたデータや表・グラフから必要な情報を読み取ることができている。臼杵チャレンジや数学のデ

ータベースなどを活用することで、データを読み取る力がついてきている。 

〇生徒質問紙(％)における肯定率が高い 

数学の授業で、日常生活に関連付けた問いを設定したり、丁寧な板書やめあて、課題の設定などの成果が

出ている。 

２年次に習熟度に応じた指導を行うことにより、「わかった」「できた」へつなげる授業が行われて下位層

が減少した。 

・「数学の授業は好きですか」        62.5％ （県 59.6・全国 59.1） 

・「数学の授業の内容はよく分かりますか」  80.8％ （県 74.6・全国 74.6） 

・「数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか」80.5％(県 76.4・全国 74.6） 

・「数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考えますか」 

79.4％(県 75.5・全国 75.8) 

【課題と対策】 

〇「図形」領域の正答率が低い 

「図形」の領域では、根拠や理由を用いて説明することができていない。無回答率は、低いものの必要な条

件を記述できていない生徒や不十分な生徒がいる。 

・説明や証明の書き方や適切な用語や根拠を用いることの徹底 

日頃の授業や定期考査の問題、臼杵チャレンジの問題に図形の証明を多く取り入れ、フォローアップを行う。 

〇各学校で正答率に差がある 

学校ごとに細やかな分析を行い、正答率の低い問題に対してのフォローアップを行う。 

・正答率の高い学校の取り組みを数学部会全体で共有 

生徒の力を伸ばすための方法について、意見交流をする。 

〇上位層・下位層ともに伸ばす授業改善 

・多様な考え方を引き出させるような授業内容の工夫やつまずきのある生徒や手立ての必要な生徒への支援を

丁寧に取り組んでいく。 

【臼杵市】令和３年度 全国学力・学習状況調査結果（中学校：数学） 



【臼杵市】 

 

１ 調査結果の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 臼杵市の学校質問紙調査の結果をふまえて 

 

 

 

 

 

令和３年度 全国学力・学習状況調査結果（学校質問紙） 

・ICT の活用について 

「〇（６６）前年度に，教員が大型提示装置（プロジェクター，電子黒板など）などのＩＣＴ機器を活用した

授業を１クラス当たり，どの程度行いましたか」は高い数値が出ているが、「▲（６４）コンピュータなどのＩＣ

Ｔ機器やネットワークの点から，遠隔・オンライン授業を行うための準備ができていますか」が、全国、県と

比べて整備状況や活用に向けた意識の低さがみられる。 

「▲（７５）児童一人一人に配備されたＰＣ・タブレット等の端末を，どの程度家庭で利用できるようにして

いますか」が、極端に数値が低い。一人 1 台端末の有効活用に課題がある。 

・小中一体教育（小中の連携）について 

「〇（７８）前年度までに，近隣等の中学校と，授業研究を行うなど，合同して研修を行いましたか」が、全

国・県と比較して高い数値が出ている。 

・保護者や地域との協同について 

「〇（８２）保護者や地域の人が学校の美化，登下校の見守り，学習・部活動支援，放課後支援，学校行

事の運営などの活動に参加していますか」が、高い数値が出ている。 

 

小学校：学校質問紙 

中学校：学校質問紙 

・学びの基盤（学習規律）について 

「〇（１０）調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，学習規律（他の人が話をしている時はしっかり

と聞く，授業開始のチャイムを守るなど）を維持しましたか」が、全校で実施されている。（１００％） 

・OJT 及び校内研究の充実について 

「〇（１４）教員が学級の問題を抱えている場合，ともに問題解決に当たることを行いましたか 週１回程

度，または，それ以上行った」割合が８０％。「〇（２３）授業研究や事例研究など，実践的な研修をよく行っ

ている」割合が８０％。 

・ICT の活用について 

「〇（６６）前年度に，教員が大型提示装置（プロジェクター，電子黒板など）などのＩＣＴ機器を活用した

授業を１クラス当たり，どの程度行いましたか」は高い数値が出ているが、「▲（６４）コンピュータなどのＩＣ

Ｔ機器やネットワークの点から，遠隔・オンライン授業を行うための準備ができていますか」が、全国、県と

比べて整備状況や活用に向けた意識の低さがみられる。 

「▲（７５）児童一人一人に配備されたＰＣ・タブレット等の端末を，どの程度家庭で利用できるようにして

いますか」が、極端に数値が低い。一人 1 台端末の有効活用に課題がある。 

・ICT の有効活用に向けた環境及び条件整備 

「教員がコンピュータなどのＩＣＴ機器の使い方を学ぶために必要な研修機会がありますか」の問いに

対しての数値が低いが、「実際に使いながらのトライアンドエラー」を繰り返していくことの意識も持って

もらう必要がある。そのためにも、事例の提示やサポート体制を整備していく必要がある。 

・研修体制（OJT）の充実 

   校内研究や中学校ブロックごとの取組の充実や授業力向上アドバイザーによる指導の充実 

・生活面及び学習面での家庭との連携 

   保護者や地域の協力体制を活かし、コミュニティスクールの取組とも絡めて学習面においても連携 



【臼杵市】 

 

１ 調査結果の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 臼杵市の児童･生徒質問紙の調査結果をふまえて 

令和３年度 全国学力・学習状況調査結果（児童・生徒質問紙） 

〇基本的な生活習慣は身についている。  

〇算数や国語はおおむね好きで意欲的である。  

〇規範意識は高い。  

〇ICT 機器の活用が進み、学習に役立てている。子どもたちもその有用性を理解している。  

△自分で計画を立てて学習することがやや苦手。  

△読書をすすんでする児童が少ない。  

△新聞を読む児童がほとんどいない。  

△話し合い活動については、課題が見られる。 

児童質問紙 

生徒質問紙 

・新大分スタンダードの授業を今まで同様軸にしながら、特に「生徒指導の３機能」をいかした、意見交

流の場を学年の発達段階に応じて設定する。 

・大分県学力定着状況調査と全国学力学習状況調査の児童生徒質問紙の差が表れており、学年格

差が見られた。学力の結果にも相関関係が表れており、２つの学力調査結果を客観的数値として各

校で分析し、校内研究等で情報共有する。 

・家庭学習に関する課題に対して、児童会や生徒会及び保護者と連携した「ゲームやＳＮＳに関するル

ール」を家庭で決めるなど、児童生徒や保護者に主体性を持たせて課題解決をめざすような取組を

学校と連携して実施する。 

○ 友だちの考えを聞き、学級で話し合ったことなどを素直に受け止めることができる生徒が多い。 

○ 学級での話し合いに自分の意見をきちんと持って臨んでいる。 

○ 「勉強は大切である」と感じている生徒が多く、授業にもきちんと取り組んでいる。 

△ 相手の意見を聞き、自分の考えを深めたり、発展させたりして考えることが苦手な生徒が多い。 

△ 自分の考えを工夫して発表したり、伝えたりすることが苦手な生徒が多い。 

△ テストの問題を解く時間配分が上手くできない生徒が多い。 

△ 家庭学習の習慣が身についてない、時間が十分に確保できていない生徒が多い。 


